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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

社会福祉法人浴風会は、杉並区高井戸に位置し、大正１４年に関東大震災の被災

老人援護を目的として設立された高齢者の為の保険・医療・福祉の総合施設です。

第三南陽園は、浴風会が平成１４年に開設した３番目の特別養護老人ホームで、

計２２２名（入所２０７名、ショートステイ１５名）のご利用者が生活をされて

いる施設です。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

 私たちの働いているフロアは介護度の高いご

利用者が多いが、Ｏ様はご自分で歩かれる等、

比較的自立をされている方でした。 

Ｏ様は入所して間もなく、他の居室へ入る、

他のご利用者の食事を取って食べるという行動

が見られるようになりました。また、ティッシ

ュや紙やタオルの糸切れ等を口に入れる行動も

多く見られるようになりました。飲み込んで仕

舞う時もありましたが、ほとんどが口の中に含

んでいる状態で見つけており、大きな事故には

至っていませんでした。 

Ｏ様は歩かれる方ですが、足元のふらつきが

あり、かつ、トイレに行く事が非常に多い方で

した。センサーマットを使用して早期に対応を

しましたが、センサーが反応をして訪室した際

には間に合わず、転倒している事が多くありま

した。幸い、骨折等の大きな怪我には至ってい

ませんでした。 

 

 普段、介護度の高いご利用者を支援すること

が多い私たちが、ご自分で動かれる認知症のあ

るＯ様にどのように支援をしていけばよいの

か、Ｏ様はどのような生活を望んでいるのかを

考え、取り組む必要が生じました。 

 

《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

・Ｏ様の周囲の環境を整理して、安全安心にご

自分で好きなように過ごせる生活空間を確立す

る。 

 

・Ｏ様のティッシュや紙や糸切れ等を口に入れ

る行動の要因を探り、大きな事故に繋がらない

ように対応し、改善を図る。 

 

・ご利用者の生活をより良くする為にはアプロ

ーチを積極的に行う必要があるという事を、職

員が再認識する。 

 

 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 

対象者：Ｏ様。男性。９１歳。 要介護３。 

既往歴：アルツハイマー認知症。高血圧。腰痛。 

身体状況等： 

【移動】歩行、見守り  

【排泄】昼夜トイレ、見守り  

【食事】米飯刻み、自立  

【その他】性格は穏やか、几帳面。昔の仕事は

服屋で裁断をしていた。転倒が多い。色々な物

を口に含む。奥様が同じフロアに入所。 

 

はじめに、Ｏ様が望むと思われる生活を考え

ました。生活歴や日頃のＯ様の発する言葉・表

情等を観察した結果、『日向ぼっこがしたい』『食

べること』『トイレに安心して行く』『仕事が好

きだった』『園芸をしたい』『奥様との関わりを

とりたい』といったことが、Ｏ様の望んでいる

ものではないかと思われました。 

そのことを中心にアプローチを行い、生活環

境を整えました。その上で、色々な物を口に入

れる要因を考え、転倒を軽減できるように取り

組みました。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

Ｏ様の居室前にくつろぎスペースを設けまし

た。自分の居室を認識され、他の居室へ入るこ

とは無くなりました。居室が近くなった分、心

配なくトイレに行けるようにもなりました。く

つろぎスペースは日向ぼっこが好きなＯ様の為

に、陽の当たりが良い場所を選びました。昔の

仕事が服屋で裁断をしていたとのことで、大き

めのテーブルを用意し、エプロンやタオル等の

畳みものをして頂く場所も兼ねました。くつろ

ぎスペースにはソファも配置して、周りを気に

せずに奥様と話せる場所としました。職員も一

緒に座ってコミュニケーションをとる時間が多

くなりました。 

 転倒を減らし、トイレに安心して行く為に、

定期的に職員と散歩をしながら歩く機会を増や

し、下肢筋力維持を図りました。居室等には、 

 重りを付けた椅子を並べて手すり代わりにして

頂き、安全な歩行を可能としました。くつろぎ

スペースとトイレの距離が近くなったこともあ

り、はじめの頃は転倒を繰り返すことが多かっ

たですが、取組後のここ１年は減少結果が見ら

れました。 

食べることや園芸等、好きなことにも定期的

にアプローチをしました。園芸では主に水撒き

をしました。食べることでは、レストランや外

出先で好きな物を食べ、普段から間食も行いま

した。食に関して物足りなく、口寂しかったの

が原因だったのか、はじめの頃に見られた色々

な物を口に入れるという行動が、取組後のここ

１年はほとんど見らなくなりました。 

 

《５．まとめ、結論》 

Ｏ様の生活は以前の状況に比べて改善された

ことが多く、安心安全になり潤いを増しました。    

ご利用者へ様々なアプローチをすることは、

そのご利用者の生活をより良くする為には必要

不可欠なことだと再認識しました。そのことを

フロア目標にも掲げ、積極的に関わるようにな

りました。 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、ご本人（ご

家族）に口頭にて確認をし、本研究発表以外で

は使用しないこと、それにより不利益を被るこ

とはないことを説明し、回答をもって同意を得

たこととした。 

 

《８．提案と助言》 

どこの施設でも忙しく、現状維持に留まって

しまう現状が少なからずあると思います。です

が、アプローチなくして、ご利用者の生活はよ

り良くならないということをあらためて意識し

て頂ければ幸いです。 
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